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（49）　ソピエトにおける社会・経済発展と教育改革

　
　
　
は
じ
め
に

　
現
在
、
ソ
ビ
エ
ト
で
は
、
教
育
改
革
が
進
行
中
で
あ
る
。
一
九

八
四
年
の
「
普
通
教
育
学
校
お
よ
び
職
業
学
校
の
改
革
の
基
本
方

針
」
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
省
賂
）
に
も
と
づ
く
初
等
・
申
等

教
育
の
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
、
杜
会
・
経
済
発
展
の
加
速
化
が
社

会
的
課
題
と
な
る
な
か
、
一
九
八
七
年
に
は
高
等
教
育
と
中
等
専

門
教
育
の
再
編
が
着
手
さ
れ
た
。
教
育
全
体
が
改
革
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
特
質
を
も
っ
た
教
育
改
革
が
進
展
し
つ

つ
あ
る
の
か
。

　
今
回
の
ソ
ビ
エ
ト
の
教
育
改
革
を
検
討
す
る
際
の
重
要
課
題
は
、

第
一
に
、
普
通
教
育
学
校
に
お
け
る
労
働
教
育
の
強
化
と
義
務
的

啓
　
　
子

職
業
準
備
の
導
入
に
注
目
し
、
こ
の
改
革
項
目
の
内
容
と
背
景
を

分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
（
課
題
1
）
。
第
二
に
、
労
働
教
育
の
強

化
を
中
心
と
す
る
教
育
内
容
・
方
法
の
変
化
を
、
学
校
教
育
の
総

合
技
術
教
育
化
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
（
課
題

2
）
。
こ
う
し
て
、
ソ
ピ
エ
ト
教
育
学
の
展
開
を
、
理
論
と
現
実

の
両
面
か
ら
分
析
し
、
今
回
の
改
革
を
歴
史
的
に
位
置
付
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
上
記
の
課
題
（
1
）
と
（
2
）
に
刮
目
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、

そ
れ
が
、
本
改
革
に
み
ら
れ
る
教
育
課
程
上
の
も
っ
と
も
顕
著
な

変
化
で
あ
り
、
新
教
育
内
容
構
想
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
な
要

素
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
改
革
の
重
要
な
眼
目

が
、
普
通
教
育
学
校
に
義
務
的
職
業
準
備
を
導
入
し
、
す
べ
て
の
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青
年
が
職
業
資
格
を
取
得
し
て
卒
業
す
る
よ
う
に
し
、
他
方
、
職

業
学
校
の
普
通
教
育
を
充
実
さ
せ
、
こ
う
し
て
両
学
校
の
接
近
を

は
か
り
、
そ
れ
ら
の
統
合
へ
の
展
望
を
ひ
ら
く
こ
と
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
上
記
の
課
題
設
定
の
理
由
は
、
こ
れ
に
つ
き
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
労
働
教
育
が
、
ソ
ピ
エ
ト
教
育
学
の

創
設
期
よ
り
、
も
っ
と
も
重
要
な
教
育
原
理
で
あ
る
こ
と
に
も
よ

る
。
ソ
ビ
エ
ト
学
校
の
教
育
課
程
の
変
遷
を
検
討
し
て
ま
ず
気
付

く
こ
と
は
、
労
働
教
育
に
あ
て
ら
れ
る
時
間
数
の
変
動
で
あ
り
、

教
科
と
し
て
の
労
働
教
育
の
有
無
と
内
容
の
変
化
で
あ
る
。
「
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

働
教
育
観
の
変
化
が
、
教
科
プ
ラ
ン
改
訂
の
原
因
」
と
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
教
育
吻
量
と
質
が
、
各
時
期

．
の
ソ
ビ
エ
ト
教
育
学
の
中
身
・
段
階
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
。
こ
れ
が
、
第
二
の
理
由
で
あ
る
。

　
労
働
教
育
の
量
と
質
が
各
時
期
の
ソ
ビ
エ
ト
教
育
学
の
段
階
を

示
す
と
考
え
る
根
拠
と
か
か
わ
ウ
て
、
次
に
示
す
い
ま
一
つ
の
理

由
が
あ
る
。

　
　
ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
古
典
的
教
育
目
的
で
あ
り
、
現
在
も
究
極
的

な
教
育
目
的
で
あ
る
全
面
発
達
は
、
大
工
業
生
産
の
も
と
で
そ
れ

　
の
実
現
の
客
観
的
基
盤
を
得
た
の
で
あ
り
、
こ
の
歴
史
的
杜
会
．

経
済
の
発
展
段
階
に
お
い
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
労
働
と
知
的

発
達
と
の
結
合
、
教
授
・
学
習
と
生
産
労
働
と
の
結
合
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
「
全
面
的
に
発
達
し
た
人
々
」
と
は
、

「
…
…
自
然
に
お
い
て
、
社
会
生
活
に
お
い
て
、
自
分
の
ま
わ
り

で
起
こ
る
す
べ
て
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
理
解
す
る
人
々
で
あ
り

肉
体
労
働
で
あ
れ
、
精
神
労
働
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
種
類
の
労
働

に
対
し
て
、
理
論
の
上
で
も
、
実
践
の
上
で
も
準
備
が
で
き
て
お

り
、
…
…
美
し
く
楽
し
い
社
会
生
活
を
打
ち
た
て
る
こ
と
の
で
き

　
＾
2
）

る
人
々
」
で
あ
る
。
婁
言
す
れ
ば
、
科
学
と
技
術
の
発
展
を
反
映

し
た
認
識
と
実
践
的
労
働
能
カ
を
も
っ
た
社
会
の
主
人
公
で
あ
り

肉
体
労
働
と
精
神
労
働
と
の
対
立
の
止
揚
の
可
能
性
を
も
つ
杜
会

主
義
社
会
の
主
人
公
で
あ
る
。
こ
の
全
面
発
達
を
も
た
ら
す
教
育

が
、
労
働
教
育
で
あ
り
、
な
伽
ん
ず
く
総
合
技
術
教
育
で
あ
る
。

ソ
ピ
エ
ト
教
育
学
の
創
造
を
担
っ
た
一
人
ク
ル
ー
プ
ス
カ
ヤ
は
こ

の
よ
う
に
考
え
た
。
彼
女
に
従
え
ば
、
全
面
発
達
を
も
た
ら
す
総

合
技
術
教
育
と
は
、
す
ぺ
て
の
子
ど
も
を
社
会
生
活
・
生
産
の
主

人
公
に
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
に
教
育
内
容
・
方
法
、
教
授
の

形
態
を
組
織
す
る
原
則
な
の
で
あ
る
。

　
本
来
、
ソ
ピ
エ
ト
教
育
学
の
原
点
に
た
て
ぱ
、
な
か
で
も
、
ク

ル
ー
プ
ス
カ
ヤ
に
よ
れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
に
お
け
る
社
会
・
経
済
の
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（51）　ソピエトにおける社会・経済発展と教育改革

発
展
と
教
育
と
の
関
係
の
特
徴
は
、
社
会
・
経
済
の
発
展
が
子
ど

も
・
青
年
・
成
人
の
人
格
と
能
カ
の
発
達
を
要
求
し
、
人
格
と
能

カ
の
発
達
が
ソ
ピ
エ
ト
社
会
・
経
済
の
発
展
を
促
進
す
る
、
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
子
ど
も
・
青
年
を
社
会
生

活
・
生
産
の
主
人
公
に
す
る
と
い
う
視
点
に
た
つ
労
働
教
育
、
全

面
発
達
を
も
た
ら
す
総
合
技
術
教
育
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
意
味
で
、
ソ
ピ
エ
ト
教
育
の
現
実
的
展
開
、
特
に
労
働
教

育
・
総
合
技
術
教
育
の
展
開
は
、
社
会
・
経
済
の
発
展
と
人
間
の

発
達
・
解
放
と
の
相
即
的
関
係
の
実
現
と
い
う
・
教
育
の
計
画
化

に
と
っ
て
の
人
類
史
的
課
題
の
実
験
の
成
否
と
水
準
を
示
し
て
い

る
、
と
い
え
よ
う
。
子
ど
も
の
全
面
発
達
の
促
進
の
た
め
に
、
生

活
と
生
産
の
主
人
公
づ
く
り
の
た
め
に
、
社
会
・
経
済
の
要
求
を
、

教
育
内
容
・
方
法
に
反
映
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
ソ
ビ
エ
ト
教
育
学

の
発
展
水
準
が
示
さ
れ
、
社
会
・
経
済
か
ら
の
要
求
の
中
身
に
、

社
会
・
経
済
発
展
の
質
が
投
影
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
社

会
・
経
済
の
要
求
と
教
育
体
系
と
の
矛
盾
の
解
決
の
鍵
と
し
て
の
、

生
活
と
労
働
に
向
け
て
生
徒
を
準
備
す
る
労
働
教
育
の
量
と
質
は
、

加
え
て
、
総
合
技
術
教
育
の
理
論
と
実
践
の
展
開
は
、
ソ
ビ
エ
ト

教
育
学
の
発
展
段
階
と
、
ソ
ピ
エ
ト
の
社
会
．
経
済
発
展
の
償
と

を
照
射
し
て
い
る
。
上
の
課
題
（
1
）
と
（
2
）
を
設
定
す
る
第

三
の
理
由
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
労
働
教
育
の
強
化
と
職
業
準
備
の
導
入
と
い

う
改
革
事
項
の
内
容
と
背
景
を
さ
ぐ
り
、
「
労
働
お
よ
び
職
業
教

育
」
が
社
会
・
経
済
の
発
展
と
教
育
体
系
と
の
矛
盾
の
解
決
の
鍵

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
つ
い
で
、
労
働
教
育
の
強
化
と
職
業
教
育

の
導
入
と
い
う
点
で
類
似
し
て
い
る
フ
ル
シ
チ
目
フ
の
教
育
改
革

と
今
次
教
育
改
革
と
を
比
較
・
検
討
す
る
。
次
に
、
今
回
の
改
革

に
お
け
る
職
業
指
導
・
進
路
選
択
過
程
の
改
善
の
間
題
点
と
課
題

を
析
出
す
る
。
さ
ら
に
、
析
出
さ
れ
た
課
題
を
め
ぐ
っ
て
、
革
命

直
後
お
よ
び
2
0
年
代
の
ソ
ビ
エ
ト
教
育
学
の
原
点
に
さ
か
の
ぽ
り
、

教
育
改
革
の
今
後
の
展
開
を
追
う
際
の
根
本
的
な
視
点
を
明
ら
か

に
す
る
。
教
育
改
革
を
、
学
校
教
育
の
総
合
技
術
教
育
化
、
総
合

技
術
教
育
の
理
論
と
実
践
の
展
開
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
す
る
作

業
は
、
別
稿
で
行
う
こ
と
と
す
る
。

普
通
教
育
挙
校
に
お
け
る
労
働
教
育
の
改
善

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

と
職
業
教
育
の
導
入

（
一
）
　
労
働
教
育
の
強
化
と
義
務
的
職
業
準
備
の
導
入

一
九
八
四
年
の
「
基
本
方
針
」
に
も
と
づ
く
今
回
の
教
育
改
革

〃
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に
よ
っ
て
、
労
働
教
育
に
か
か
わ
る
時
間
数
が
増
大
さ
れ
た
。
教

科
と
し
て
の
「
労
働
教
育
」
の
時
間
数
は
遇
当
り
四
時
間
増
や
さ

れ
て
い
る
。
社
会
的
有
用
労
働
・
生
産
労
働
の
時
間
数
も
増
大
し
、

生
産
実
習
の
日
数
は
、
改
革
前
の
ほ
ぼ
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
労

働
教
育
の
強
化
は
、
フ
ル
シ
チ
百
フ
の
教
育
改
革
の
時
ほ
ど
極
端

で
は
な
い
も
の
の
、
今
回
の
改
革
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
労
働
教
授
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
例
え
ぱ
、
第
九
・
十
挙
年

の
労
働
準
備
に
は
、
科
学
・
技
術
進
歩
の
全
面
的
加
速
化
、
労
働

資
源
の
利
用
の
改
善
、
管
理
シ
ス
テ
ム
・
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改

善
、
社
会
主
義
的
計
画
シ
ス
テ
ム
の
優
位
性
と
可
能
性
の
す
ぐ
れ

た
利
用
方
法
と
い
っ
た
挙
習
テ
ー
マ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
労
働
教

授
を
通
じ
て
、
現
在
の
社
会
・
経
済
発
展
に
と
っ
て
特
段
に
重
要

な
課
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
生
徒
に
促
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
＾
4
〕

見
て
取
れ
る
。

　
普
通
教
育
学
校
に
お
け
る
義
務
的
職
業
準
備
の
導
入
も
注
目
さ

れ
る
改
革
で
あ
る
。
普
通
教
育
学
校
の
第
八
～
十
一
（
改
革
前
の

第
七
～
十
）
学
年
に
二
段
階
か
ら
な
る
職
業
準
備
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
段
階
は
、
第
八
・
九
（
改
革
前
の
第
七
・

八
）
学
年
で
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
専
門
分
野
の
教
育
、

即
ち
、
あ
る
部
門
あ
る
い
は
産
業
の
同
系
統
の
職
業
グ
ル
ー
プ
に

と
っ
て
共
通
の
問
題
の
学
習
、
林
料
学
、
製
図
・
規
格
の
読
み
取

り
、
電
気
工
学
等
で
あ
る
。
第
二
段
階
、
即
ち
、
第
十
・
十
一

（
改
革
前
の
第
九
・
十
）
学
年
で
は
、
職
業
目
録
に
従
っ
て
具
体

的
な
職
種
の
一
つ
が
挙
習
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
四
年
間
の
職
業

教
育
で
生
徒
は
、
あ
る
職
業
の
初
歩
的
資
樒
等
級
が
獲
得
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

よ
う
に
教
育
さ
れ
る
。

　
（
二
）
　
普
通
教
育
学
校
に
お
け
る
労
働
教
育
の
改
善
と

　
　
　
　
職
業
教
育
の
導
入
の
背
景

　
普
通
教
育
学
校
に
お
け
る
労
働
教
育
の
強
化
と
職
業
教
育
の
導

入
と
い
う
改
革
が
不
可
避
で
あ
る
と
す
る
見
解
の
一
つ
は
、
学
校

を
社
会
・
経
済
発
展
の
加
速
化
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
と
ら
え
、

そ
れ
ゆ
え
、
学
校
の
活
性
化
の
主
な
方
向
の
一
つ
を
、
「
労
働
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

向
け
て
の
生
徒
た
ち
の
準
備
の
根
本
的
改
善
」
と
す
る
も
。
の
で
あ

る
。
科
挙
・
技
術
発
展
の
加
速
化
が
、
学
校
教
育
と
り
わ
け
労
働

準
備
に
対
し
て
新
し
い
要
求
を
提
起
し
て
い
る
と
と
ら
え
、
労
働

教
授
・
訓
育
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
ア
ト
ゥ
ー
ト
フ
は
、

こ
の
見
解
に
立
っ
て
、
「
労
働
・
職
業
・
総
合
技
術
教
育
に
は
、

金
体
と
し
て
生
産
に
お
け
る
科
学
知
識
の
役
割
の
向
上
、
機
械
の

世
代
の
系
統
的
交
替
、
労
働
者
の
職
業
可
動
性
を
も
と
め
る
技
術

過
程
の
革
新
と
い
っ
た
現
象
を
い
っ
そ
う
よ
く
反
映
さ
れ
る
こ
と

鵬
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＾
7
〕

が
、
要
講
さ
れ
て
い
る
L
と
指
摘
し
、
総
合
技
術
教
育
的
な
職
業

準
備
を
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
社
会
・
経
済
発
展
の
加

遠
化
が
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
か
ら
以
降
の
論
文
に
特
に
顕
著
で

あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
「
基
本
方
針
」
以
前
に
お
い
て
、
右
の
改
革
を

迫
っ
た
の
は
、
こ
の
見
解
だ
け
で
は
な
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
職
業
指
導
・
進
路
選
択
過
程
を
め
ぐ
る
山
積
さ
れ
た
具

体
的
間
魑
で
あ
る
。
こ
の
具
体
的
問
題
と
は
、
就
職
後
間
も
な
く

転
職
す
る
者
や
学
校
で
身
に
つ
け
た
専
門
と
は
異
な
る
職
種
に
就

く
者
が
多
い
こ
と
、
不
本
意
就
職
者
の
就
業
状
況
や
、
高
等
教
育

機
関
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
青
年
が
十
七
・
十
八
歳
で
二
度
に
わ
た

る
進
路
選
択
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
、
青
年
の
発
達
に
及
ぼ

　
　
　
　
　
　
＾
8
）

す
悪
影
響
等
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
趨
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
原
因
と
し
て
は
、
職
業

教
育
を
受
け
ず
に
卒
業
す
る
青
年
の
増
大
、
教
育
機
関
の
選
択
と

職
業
選
択
と
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
職
業
・
進
路
選

択
過
程
に
お
け
る
教
師
・
学
校
の
影
響
カ
の
小
さ
い
こ
と
、
が
あ

げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
最
大
の
原
因
は
、
社
会
・
経
済
的
要
求
、

教
育
シ
ス
テ
ム
と
青
年
の
職
業
指
導
・
進
路
選
択
と
の
矛
盾
で
あ

す
〕る

。
こ
の
矛
盾
の
解
決
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、
フ
ル
シ
チ

ヨ
フ
の
教
育
改
革
で
あ
っ
た
。

二

社
会
・
経
済
の
要
求
、

進
路
選
択

教
育
体
系
と
青
年
の

　
（
一
）
　
フ
ル
シ
チ
目
フ
教
育
改
革
の
検
討

　
（
1
）
　
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
教
育
改
革
の
分
析
視
角

　
今
回
の
教
育
改
革
と
フ
ル
シ
チ
目
フ
の
教
育
改
革
と
は
、
少
な

く
と
も
、
労
働
教
育
関
係
の
授
業
時
間
数
を
増
大
し
、
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
普
通
教
育
学
校
に
職
業
準
備
を
導
入
し
、
社
会
の

要
求
、
教
育
体
系
と
青
年
の
進
路
選
択
と
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う

と
す
る
点
で
類
似
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ル
シ
チ
冒
フ
教

育
改
革
の
検
討
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
杜
会
．
経
済
的
要
求
、
教
育
シ
ス
テ
ム
と
職
業
指
導
・
進
路
選

択
と
の
矛
盾
発
生
の
起
源
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
中
等
学
校
が
主
と
し

て
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
学
者
を
養
成
し
た
こ
と
に
も
と
め
ら
れ

　
＾
聖

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
上
記
の
矛
盾
に
焦
点
を
当
て
て
、
戦
後
の

ソ
ビ
エ
ト
の
社
会
・
経
済
と
教
育
現
実
の
展
開
を
見
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

　
ソ
ビ
エ
ト
経
済
は
、
第
四
次
（
一
九
四
六
～
一
九
五
〇
）
お
よ
．

ぴ
第
五
次
（
一
九
五
一
～
一
九
五
五
）
の
五
力
年
計
画
に
よ
っ
て
　
　
脂
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戦
前
水
準
の
回
復
と
凌
駕
を
果
た
し
、
戦
後
の
経
済
復
興
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

て
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
間
の

工
業
発
展
の
上
に
立
っ
て
、
「
対
帝
国
主
義
の
防
衛
カ
展
開
と
最

先
端
生
産
“
都
門
の
見
通
し
（
一
九
五
四
年
原
子
カ
発
電
、
五
七

年
ス
プ
ー
ト
ニ
ッ
ク
～
五
九
年
月
ロ
ケ
ッ
ト
）
が
与
え
ら
れ
、
他

方
、
い
わ
ゆ
る
フ
ル
シ
チ
目
フ
農
政
の
下
で
農
業
生
産
が
急
上
昇

し
一
つ
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
一
九
五
〇
年
代
末
は
、
ソ
ビ
エ
ト
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

会
主
義
戦
後
段
階
の
一
画
期
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　
五
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
全
日
制
の
完
全
中
等
教
育
学
校
（
後

期
中
等
教
育
）
を
終
え
た
青
年
は
、
当
該
年
齢
の
青
年
の
五
％
に

　
＾
皿
）

す
ぎ
ず
、
か
れ
ら
は
卒
業
後
高
等
教
育
機
関
で
学
習
を
続
け
た
。

知
的
労
働
を
行
う
有
資
楮
労
働
者
の
不
足
と
い
う
社
会
問
魑
は
、

当
時
幾
分
沈
静
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
解
決
を
も
と

め
ら
れ
続
け
て
も
い
た
。
六
〇
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
第
八
学
年

以
上
に
進
学
す
る
、
つ
ま
り
完
全
中
等
教
育
を
受
け
る
生
徒
の
割

　
　
　
　
＾
u
）

合
が
増
大
し
た
。
中
等
教
育
に
よ
る
・
犬
多
数
の
卒
業
生
の
高
等

教
育
や
中
等
専
門
学
校
と
い
っ
た
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ァ
養
成
機

関
へ
の
方
向
づ
け
と
、
生
産
現
場
に
教
養
あ
る
青
年
層
を
も
と
め

る
社
会
の
要
求
と
の
不
調
和
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
最
初
の
と
り

く
み
が
、
一
九
五
八
年
の
フ
ル
シ
チ
目
フ
の
教
育
改
革
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
套
）

と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
第
二
二
回
全
ソ
連
邦
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
大
会

の
演
説
に
お
い
て
、
十
年
制
学
校
は
青
年
た
ち
を
大
挙
高
等
教
育

機
関
へ
の
進
学
の
た
め
だ
け
に
教
育
し
て
い
る
、
と
厳
し
く
批
判

し
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
教
育
改
革
は
、
労
働
教
育
関
連
の
授
業

時
間
数
を
大
幅
に
増
大
さ
せ
、
教
育
と
実
生
活
と
を
結
合
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
。
初
等
・
中
等
教
育
を
、
十
年
制
か
ら
十
一
年
制

に
延
長
し
、
八
学
年
終
了
後
の
青
年
が
完
全
中
等
教
育
を
う
け
る

学
校
を
、
労
働
者
・
農
村
青
年
中
学
校
（
夜
間
ま
た
は
交
替
制
）
、

生
産
教
授
を
伴
う
中
等
普
通
労
働
総
合
技
術
学
校
、
テ
フ
ニ
ク
ム

そ
の
他
の
中
等
専
門
学
校
の
三
種
類
と
し
た
。
特
徴
的
な
改
革
項

目
は
、
右
の
「
生
産
教
授
を
伴
う
」
中
学
校
の
創
設
で
あ
る
。
こ

の
学
校
の
目
的
は
、
普
通
・
総
合
技
術
教
育
ぱ
か
り
で
な
く
、

一
教
授
と
、
生
徒
の
社
会
的
有
用
労
働
と
の
結
合
を
基
盤
と
し
て
、

国
民
経
済
あ
る
い
は
文
化
の
一
部
門
で
の
労
働
の
た
め
の
職
業
教

＾
脆
）

育
」
を
も
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
第
九
・
十
・
十
一
学
年
い
ず

れ
も
総
授
業
時
間
（
三
六
時
間
）
の
三
分
の
一
が
労
働
関
係
教
科

の
時
間
に
あ
て
ら
れ
た
。
上
の
労
働
関
係
教
科
と
は
、
一
般
技
術

科
目
、
生
産
教
授
（
理
論
と
実
践
）
お
よ
び
生
産
労
働
を
い
う
。

　
一
般
技
術
科
目
は
、
い
か
な
る
職
業
に
つ
く
場
合
に
も
必
要
な

54
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も
の
で
、
電
気
工
学
と
機
械
学
が
そ
れ
の
お
も
な
科
目
と
み
な
さ

　
　
　
3
）

れ
て
い
た
。
生
産
教
授
は
、
「
生
徒
の
従
事
す
る
生
産
部
門
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
〕

し
職
種
に
関
す
る
専
門
的
知
識
と
理
論
を
与
え
」
、
ま
た
、
「
当
該

分
野
の
生
産
の
任
務
、
当
該
企
業
の
位
置
と
意
義
に
つ
い
て
知
ら

　
＾
旭
〕

せ
る
」
理
論
的
生
産
教
授
と
、
得
ら
れ
た
知
識
に
も
と
づ
い
て
必

要
な
技
能
と
習
熟
を
与
え
、
職
業
的
能
カ
と
習
熱
の
形
成
を
目
指

す
実
践
的
生
産
教
授
と
か
ら
な
っ
て
い
た
。
第
八
挙
年
ま
で
の
労

働
教
授
が
職
業
的
志
向
を
含
意
し
な
い
の
に
対
し
て
、
こ
の
生
産

教
授
は
、
職
業
的
志
向
を
有
す
る
、
と
明
言
さ
れ
て
い
、
苧
職
業

教
育
の
完
成
段
階
が
「
生
産
労
働
」
で
、
生
徒
は
実
際
の
企
業
で

一
般
の
労
働
者
と
と
も
に
働
き
、
報
酬
を
受
け
る
、
と
さ
れ
た
。

　
フ
ル
シ
チ
目
フ
教
育
改
革
は
、
普
通
教
育
と
総
合
技
術
教
育
と

職
業
教
育
の
統
一
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す
「
生
産
教
授
を
伴

う
」
中
挙
校
に
よ
っ
て
、
す
ぺ
て
の
青
年
に
生
産
労
働
を
体
験
さ

せ
、
一
定
の
職
業
教
育
を
与
え
、
「
国
民
経
済
か
ら
の
要
請
と
、

全
面
的
発
達
の
人
間
の
育
成
と
い
う
理
念
と
の
双
方
を
一
拳
に
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
聖

決
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
評
価
は
、
今
回

の
改
革
と
フ
ル
シ
チ
目
フ
改
革
の
比
較
・
検
討
の
必
要
性
を
確
認

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
い
ま
少
し
、
今
回
の
改
革
と
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
改
革
と
の
類
似
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
）

に
言
及
し
よ
う
。
ア
ト
ゥ
ー
ト
フ
の
指
摘
に
よ
れ
ぱ
、
今
回
の
改

革
に
お
け
る
「
労
働
お
よ
ぴ
職
業
教
育
」
の
時
間
は
、
主
に
理
論

的
知
識
の
習
得
と
職
業
的
能
力
と
習
熟
の
形
成
を
圓
的
と
し
た
実

験
的
．
実
践
的
活
動
や
学
習
的
生
産
課
題
の
解
決
に
当
て
ら
れ
る
、

と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
教
科
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
改
革
時

の
「
生
産
教
授
」
に
類
似
し
て
い
る
。
新
コ
ー
ス
「
生
産
の
基

礎
．
職
業
選
択
」
は
、
い
か
な
る
職
業
に
つ
く
場
合
に
も
必
要
な

総
合
技
術
教
育
的
知
識
の
学
習
と
い
う
点
で
、
「
一
般
技
術
科
目
」

に
類
似
し
て
い
る
。
職
業
的
能
力
・
習
熟
の
強
化
と
完
成
お
よ
び

協
力
企
業
の
注
文
の
遂
行
に
当
て
ら
れ
る
「
社
会
的
有
用
労
働
・

生
産
労
働
」
の
時
間
と
、
生
徒
が
選
択
し
た
職
種
に
か
か
わ
る
生

産
的
活
動
へ
の
参
加
を
意
味
す
る
「
労
働
実
習
」
は
、
フ
ル
シ
チ

ヨ
フ
改
革
時
の
「
生
産
労
働
」
に
あ
た
る
、
と
い
え
よ
う
。
こ
の

よ
う
に
、
教
科
の
目
的
も
、
さ
ら
に
、
教
育
を
行
う
場
所
も
、
担

当
者
も
、
両
改
革
で
は
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
に
言
及
し
た

教
育
内
容
は
総
合
技
術
教
育
の
教
科
化
の
要
素
を
合
ん
で
お
り
、

そ
の
よ
う
な
教
科
．
コ
ー
ス
の
導
入
と
い
う
点
で
も
両
改
革
は
類

似
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

　
だ
が
、
こ
の
フ
ル
シ
チ
目
フ
の
改
革
は
、
十
分
な
成
果
を
お
さ

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
っ
た
の
五
年
で
見
直
し
を
余
儀
無
く
さ
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れ
た
。

　
（
2
）
　
フ
ル
シ
チ
百
フ
の
教
育
改
革
の
問
題
点

　
そ
こ
で
、
次
に
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
改
革
が
十
分
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、

第
八
学
年
を
卒
業
す
る
青
年
（
十
五
・
十
六
歳
の
不
完
全
中
等
教

育
を
終
了
し
た
青
年
）
は
、
直
ち
に
国
民
経
済
の
労
働
分
野
に
進

出
す
る
と
期
待
さ
れ
た
が
、
か
れ
ら
は
職
業
教
育
を
う
け
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
企
業
に
よ
っ
て
就
職
を
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
〕

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
企
業
が
用
意
し
た
職
業
教
育
コ
ー
ス
も
初

歩
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
職
業
教
育
施
設
網
も
十
分
に
発
達
し
て

い
な
か
っ
た
。
結
局
、
こ
れ
ら
青
年
は
杜
会
的
需
要
の
高
い
．
有

資
楕
労
働
外
の
労
働
分
野
に
就
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
第
二
に
、
進
路
の
も
っ
と
幅
広
い
選
択
肢
を
も
と
め
て
、
第
九

学
年
に
進
学
す
る
、
即
ち
、
完
全
中
等
教
育
を
受
け
る
青
年
が
優

　
　
　
　
＾
刎
）

勢
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
、
勤
労
者
世
帯

の
経
済
の
安
定
に
よ
り
、
十
七
・
十
八
歳
ま
で
青
年
を
扶
養
で
き

る
家
庭
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
の
労
働
教
育
を
め
ぐ
る
改
革
は
、
生

産
組
織
の
支
持
を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
主
に
学
校
が

改
革
の
遂
行
に
当
た
っ
た
も
の
の
、
学
校
は
、
職
業
適
性
と
職
業

指
導
を
考
慮
せ
ず
に
、
簡
単
な
労
働
機
能
の
い
く
つ
か
を
生
徒
に

行
わ
せ
た
に
過
ぎ
ず
、
結
局
、
大
衆
的
生
産
労
働
の
理
念
そ
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

の
へ
の
生
徒
の
信
頼
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
肉

体
労
働
の
蔑
視
と
知
育
の
重
視
と
い
う
風
潮
を
変
革
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
こ
の
改
革
は
、
正
反
対
の
結
果
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
こ

と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
改
革
は
失
敗
で
あ
っ
た
。

　
第
四
に
、
完
全
中
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
（
一
般
技
術
科
目
、

生
産
教
授
、
生
産
労
働
の
学
習
）
が
大
衆
的
労
働
に
つ
い
て
の
職

業
教
育
と
結
び
つ
く
と
期
待
さ
れ
た
が
、
学
校
が
生
徒
に
準
傭
し

た
職
業
選
択
肢
は
、
甚
だ
狭
く
、
資
格
は
初
歩
的
な
も
の
に
す
ぎ

　
　
　
＾
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
卒
業
生
が
学
校
で
学
ん
だ
職
業
に
就
カ
な

い
ケ
ー
ス
や
、
就
い
て
も
す
ぐ
に
転
職
す
る
ケ
ー
ス
が
続
出
し
た
。

　
第
五
に
、
学
校
内
・
外
の
労
働
教
育
の
施
設
・
設
備
が
極
め
て

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
労
働
教
育
．
職
業
準
備
の
た

め
の
指
導
員
も
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
第
六
に
、
生
産
教
育
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
工
場
労
働
者
を
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

育
す
る
の
と
同
じ
方
法
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
フ
ル
シ
チ
冒
フ
改
革
後
の
社
会
．
経
済
発
展
と

　
　
　
　
教
育
現
実
の
推
移

　
第
八
挙
年
以
上
に
進
挙
し
、
完
全
中
等
教
育
を
受
け
る
生
徒
の
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割
合
が
増
大
す
る
と
い
う
傾
向
は
続
き
、
六
〇
年
代
末
か
ら
と
く

に
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
中
等
学
校
の
卒
業
者
数
と
高
等
教
育
機

関
へ
の
進
学
者
数
と
の
（
前
者
が
急
激
に
増
大
し
た
の
に
対
し
て

後
者
は
急
激
に
は
増
大
し
な
か
っ
た
と
い
う
）
不
調
和
が
拡
大
し

　
　
　
＾
2
8
〕

つ
づ
け
た
。

　
七
〇
年
代
、
社
会
の
要
求
と
教
育
シ
ス
テ
ム
の
働
き
と
の
間
の

乖
離
は
、
強
め
ら
れ
た
。
教
育
の
現
代
化
が
進
な
か
で
、
基
礎

的
・
科
学
的
学
習
が
普
通
教
育
学
校
の
柱
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

七
〇
年
代
、
中
等
教
育
と
職
業
準
備
と
の
結
合
と
い
う
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
具
体
的
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。
職
業
教
育
施
設

の
一
部
が
中
等
職
業
・
技
術
学
校
に
改
組
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
フ

ル
シ
チ
目
フ
の
改
革
（
普
通
中
等
教
育
の
学
校
に
職
業
教
育
を
導

入
す
る
）
と
は
異
な
る
方
向
（
職
業
学
校
で
中
等
教
育
の
終
了
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
〕

書
を
付
与
す
る
）
か
ら
の
解
決
の
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
だ
が
、
依
然
と
し
て
上
記
の
不
調
和
の
問
題
は
解
決
を
み
ず
、

ソ
連
邦
共
産
党
第
二
五
回
大
会
に
お
い
て
、
生
徒
の
労
働
教
育
と

青
年
の
職
業
指
導
に
つ
い
て
の
注
意
が
促
さ
れ
た
。
上
に
示
し
た

不
調
和
の
問
題
、
中
等
教
育
と
職
業
準
備
と
の
問
題
が
解
決
に
向

か
う
ど
こ
ろ
か
い
っ
そ
う
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
如
実
に

示
し
た
の
が
、
普
通
教
育
学
校
の
欠
陥
を
つ
い
た
一
九
七
七
年
の

決
定
「
普
通
教
育
単
校
の
生
徒
の
教
授
、
訓
育
な
ら
ぴ
に
労
働
へ

の
準
備
の
い
っ
そ
う
の
改
善
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定

で
は
普
通
教
育
学
校
の
欠
陥
と
し
て
、
以
下
の
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
「
労
働
教
育
・
訓
育
・
職
業
指
導
が
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る

社
会
的
生
産
や
科
学
技
術
革
新
の
要
求
に
こ
た
え
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
卒
業
生
の
多
く
の
者
が
必
要
と
さ
れ
る
労
働
の
準
備
を

受
け
て
お
ら
ず
、
基
礎
的
・
一
般
的
職
業
に
つ
い
て
の
十
分
な
認

識
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
国
民
経
済
分
野
の
労
働
へ
の
就
職
に
困
難

　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

を
き
た
し
て
い
る
」
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
う
け
て
、
第
九
・
十

学
年
の
「
労
働
教
育
」
の
時
間
が
、
従
来
の
週
当
た
り
二
時
間
か

ら
四
時
間
に
増
や
さ
れ
た
。

　
し
か
も
、
教
育
の
現
代
化
に
伴
う
教
授
要
目
の
肥
大
化
、
過
密

化
に
よ
っ
て
生
徒
の
過
重
負
担
が
生
じ
、
そ
れ
が
、
学
業
不
振
や

落
第
を
ま
ね
い
た
。
こ
う
し
て
、
当
然
身
に
つ
け
て
卒
業
す
べ
き

知
識
や
能
力
を
十
分
に
習
得
せ
ず
に
卒
業
す
る
者
も
現
れ
、
青
年

の
発
達
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
深
刻
化
し
た
。

　
経
済
成
長
率
が
下
降
乳
み
で
も
、
あ
る
程
度
の
数
字
を
残
し
て

い
る
間
は
、
ソ
ピ
エ
ト
経
済
は
、
概
ね
労
働
カ
を
含
む
経
済
の
外

延
的
拡
大
に
た
よ
り
続
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
低
く
な
い
成
長
率
を
維
持
し
て
い
た
七
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、

〃
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杜
会
・
経
済
の
要
求
と
職
業
指
導
・
進
路
選
択
と
の
間
の
問
題
は
、

生
産
現
場
へ
の
若
年
労
働
カ
の
量
的
確
保
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
、

と
い
え
よ
う
。
七
〇
年
代
後
半
、
生
産
性
上
昇
率
の
低
下
は
と
め

が
た
く
、
労
働
カ
の
質
の
問
題
が
す
こ
し
ず
つ
浮
上
し
、
そ
れ
が

青
年
の
発
達
間
題
と
と
も
に
、
既
に
言
及
し
た
一
九
七
七
年
の
決

定
に
反
映
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。

　
八
○
年
代
、
国
民
教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
青
年
の
陶
冶
と
訓

育
、
生
活
へ
の
準
備
内
容
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
要
求
が
満
た
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎝
）

れ
て
い
な
い
と
い
う
事
態
が
、
深
刻
化
し
た
。
杜
会
・
経
済
の
要

求
と
教
育
体
系
・
脊
年
の
進
路
選
択
と
の
矛
盾
が
黙
視
で
き
な
く

な
っ
た
八
O
年
代
初
め
と
は
、
経
済
成
長
率
の
低
下
が
深
刻
化
し
、

労
働
カ
を
含
む
外
延
的
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
を
諦
め
、
生
産
効

率
の
向
上
を
重
要
な
源
泉
と
す
る
内
包
的
発
展
へ
の
道
を
と
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
2
）

る
を
得
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
社
会
・
経
済
発
展
の
加
速
化
に
と
も
な
い
、
職
業
指
導
．
進
路

選
択
に
関
す
る
問
題
の
解
決
も
い
っ
そ
う
緊
要
に
な
っ
て
き
た
。

ア
ト
ゥ
ー
ト
フ
は
、
科
学
・
技
術
進
歩
の
加
遠
化
は
、
挙
校
教
育

に
対
し
て
、
と
り
わ
け
生
徒
の
労
働
準
備
に
対
し
て
新
し
い
要
請

を
提
起
し
て
い
る
と
し
、
社
会
・
経
済
発
展
に
対
す
る
職
業
指
導

の
遅
れ
を
認
め
、
「
加
速
化
し
た
社
会
・
経
済
発
展
の
下
で
、
自

立
的
な
生
活
と
労
働
に
向
け
て
準
備
の
で
き
た
・
全
面
的
に
発
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

し
た
・
社
会
的
に
活
動
的
な
人
格
の
形
成
」
を
も
と
め
て
、
「
総

合
技
術
教
育
的
・
労
働
・
職
業
準
備
」
を
主
張
し
て
い
る
。
ア
ト

ゥ
ー
ト
フ
は
、
生
徒
の
労
働
教
授
お
よ
ぴ
生
産
労
働
と
普
通
教
育

的
な
知
識
と
の
結
合
が
、
生
産
に
携
わ
る
労
働
者
の
養
成
に
お
け

る
も
っ
と
も
重
要
な
環
と
な
る
と
語
り
、
普
通
教
育
水
準
の
向
上

と
労
働
教
育
の
改
善
と
が
問
題
解
決
の
鍵
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

　
　
＾
碑
）

て
い
る
。

　
八
○
年
代
初
め
に
明
白
化
し
た
問
題
点
は
、
科
学
・
技
術
革
新

に
も
と
づ
く
杜
会
・
経
済
発
展
を
担
い
う
る
知
識
・
能
カ
を
背
年

に
習
得
さ
せ
、
か
れ
ら
の
意
欲
的
な
活
動
を
生
み
だ
し
う
る
意
識

的
進
路
選
択
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
現
代
生
産

の
科
学
的
基
礎
の
理
論
的
・
実
践
的
な
学
習
を
促
す
総
合
技
術
的

準
備
、
「
新
し
い
生
産
環
境
に
通
暁
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
内
容
豊

か
な
労
働
機
能
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
新
し
い
知
識
と
能
カ
の

　
　
　
　
　
　
　
（
珊
〕

獲
得
を
可
能
に
す
る
」
総
合
技
術
的
知
識
・
能
カ
の
習
得
が
特
段

に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
生
活
・
生
産
の
主
人
公

の
育
成
と
い
う
視
点
に
立
つ
以
上
、
学
校
教
育
の
総
合
技
術
教
育

化
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
た
、
と
結
論
で
き
る
。

　
社
会
・
経
済
の
要
求
、
教
育
体
系
、
進
路
選
択
と
の
矛
盾
を
解

58
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決
し
、
職
業
指
導
・
進
路
選
択
過
程
を
改
善
す
る
た
め
に
、
今
回

の
教
育
改
革
に
お
い
て
と
ら
れ
た
措
置
は
、
ま
ず
、
普
通
職
業
教

育
の
実
施
で
あ
る
。
具
体
的
改
革
項
目
は
、
（
1
）
普
通
教
育
学

校
の
第
八
～
十
一
学
年
に
お
い
て
職
業
教
育
を
行
う
、
（
2
）
普

通
教
育
学
校
の
第
十
・
十
一
挙
年
に
お
い
て
大
衆
的
職
業
に
向
け

て
の
準
備
を
行
い
、
卒
業
時
に
資
楕
を
付
与
で
き
る
よ
う
に
生
徒

を
教
育
す
る
、
（
3
）
前
期
中
等
教
育
の
最
終
学
年
で
の
進
路
選

択
に
間
に
あ
う
よ
う
に
第
八
・
九
学
年
の
生
徒
に
、
「
労
働
お
よ

び
職
業
教
育
」
の
新
コ
ー
ス
「
生
産
の
基
礎
・
職
業
選
択
」
を
必

修
と
し
て
履
修
さ
せ
、
意
識
的
進
路
・
職
業
選
択
を
促
進
す
る
、

で
あ
る
。
以
上
は
、
普
通
教
育
学
校
側
の
改
革
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
フ
ル
シ
チ
富
フ
の
改
革
と
今
回
の
改
革
と
の
対

　
　
　
　
比
・
検
討

　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
教
育
改
革
も
、
今
回
の
教
育
改
革
も
、
山
積

し
た
教
育
間
題
を
解
決
し
、
学
校
教
育
の
社
会
的
機
能
と
被
会
の

教
育
へ
の
要
求
と
の
乖
離
を
埋
め
、
青
少
年
を
労
働
と
生
活
に
向

け
て
準
備
し
よ
う
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
も
、
子
ど

も
・
青
年
の
全
面
発
達
と
社
会
の
要
求
の
充
足
と
い
う
改
革
の
目

的
を
、
普
通
中
等
学
校
に
お
け
る
（
イ
）
労
働
教
育
の
強
化
、

（
口
）
職
業
教
育
の
導
入
、
（
ハ
）
総
合
技
術
教
育
的
教
科
・
コ
ー

ス
の
導
入
に
よ
っ
て
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
両
改
革

は
共
通
し
て
い
る
。

　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
改
革
は
、
こ
れ
ら
（
イ
）
・
（
口
）
・
（
ハ
）
の
措

置
に
よ
っ
て
、
（
1
）
労
働
訓
育
の
強
化
、
（
2
）
職
業
教
育
・
進

路
選
択
過
程
の
改
善
に
よ
る
教
育
構
造
と
就
業
構
造
と
の
一
致
の

実
現
、
（
3
）
総
合
技
術
的
準
備
の
実
施
を
は
か
り
、
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
徒
の
全
面
発
達
と
社
会
の
教
育
要
求
と
を
実
現

し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
第
二
章
第
一
節
で
見
た
よ
う
．

に
、
（
a
）
青
少
年
の
要
求
も
、
社
会
・
経
済
の
要
求
も
十
分
に

満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
（
b
）
就
業
構
造
と
普
通
教
育
・
職
業

教
育
の
構
造
・
内
容
と
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
（
C
）

生
徒
に
大
衆
的
労
働
へ
の
信
頼
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
労
働
訓
育

の
成
果
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
以
上
の
点
か
ら
判
断

す
る
隈
り
、
子
ど
も
の
全
面
発
達
と
杜
会
の
発
展
と
の
相
即
的
実

現
を
は
か
る
と
い
う
意
味
で
画
期
的
な
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
改
革
も
、

成
功
を
み
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
不
成
功
は
、
第
二
章
第
一
節
の
（
2
）
で
既
に
見
た
理
由

に
よ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
社
会
の
要
求
の
質
に
も
因
っ
た
、
と
み

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
六
〇
年
代
以
降
、
国
防
カ
確
保
の
必
要
と
、

「
科
学
H
技
術
革
命
」
下
の
「
共
産
主
義
の
物
質
的
U
技
術
的
基

舶
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礎
L
の
創
造
の
要
講
と
に
よ
っ
て
、
「
新
鋭
先
進
」
生
産
1
1
都
門

の
創
出
と
、
「
在
来
的
」
重
化
学
工
業
の
部
門
内
構
成
の
前
進
と

　
　
　
　
＾
蝸
〕

が
進
行
し
た
。
特
に
原
子
カ
エ
業
と
電
子
工
業
が
注
目
さ
れ
、

「
新
鋭
先
進
」
部
門
創
出
の
基
盤
と
し
て
、
電
化
、
化
学
化
、
自

動
化
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
戦
後
の
復
興
と
、
六
〇
年
代
以
降
の

「
新
鋭
先
進
」
部
門
の
創
出
は
、
大
規
模
な
基
本
投
資
を
必
要
と

し
た
。
「
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間
の
生
産
拡
大
は
、
主
と
し
て
生

産
施
設
・
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
拡
大
と
物
的
生
産
分
野
労
働
者
数
の

増
大
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
『
外
延
的
』
要
因
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
茅
）

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
動
向
の
下
で
、
六
〇
年
代
、

社
会
・
経
済
の
発
展
は
、
単
校
教
育
の
総
合
技
術
教
育
化
を
も
と

め
る
と
い
う
よ
り
は
、
物
的
生
産
部
門
へ
の
若
年
労
働
者
の
進
出

を
要
講
し
続
け
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
の
改
革
は
、
フ
ル
シ
チ
目
フ
改
革
を
、
先
に
見
た
限
定
的

な
意
味
で
の
不
成
功
に
導
い
た
問
題
点
を
克
服
す
る
条
件
に
め
ぐ

ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ル
シ
チ
目
フ
改
革
の
現
実
化
を
困

難
に
し
た
問
題
の
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
「
基
本
方
針
」
に
も

と
づ
く
今
回
の
改
革
の
場
合
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
労
働
教
育
の
強
化
・
職
業
教
育
の
導
入
と
い
う
改
革
項
目
の
実

施
に
と
っ
て
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
改
革
に
比
べ
今
回
の
改
革
の
方
が

条
件
の
上
で
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
単
校

内
・
外
の
労
働
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二

に
、
学
校
は
協
カ
企
業
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
た
く
な
っ
た
。
し

か
も
、
協
カ
企
業
規
程
が
改
訂
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
企
業
は
、

学
校
教
育
の
改
善
の
た
め
に
、
と
り
わ
け
労
働
関
係
時
間
の
教

育
・
学
習
の
質
の
向
上
の
た
め
に
施
設
・
設
備
の
拡
充
・
修
理
、

労
働
活
動
の
た
め
の
材
料
の
供
給
と
い
っ
た
援
助
を
は
じ
め
、
生

徒
の
活
動
の
組
織
化
の
援
助
、
か
れ
ら
の
活
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

指
導
員
の
派
遣
や
資
椿
試
験
の
実
施
、
資
格
付
与
に
責
任
を
も
つ

こ
と
と
な
っ
た
。
第
三
に
、
労
働
教
授
や
、
新
コ
ー
ス
の
教
師
・

担
当
者
の
養
成
に
も
カ
が
注
が
れ
て
い
る
。
既
に
新
コ
ー
ス
「
生

産
の
基
礎
・
職
業
選
択
」
の
担
当
者
の
準
備
コ
ー
ス
が
教
員
研
修

　
　
　
　
　
泰
）

所
で
実
施
さ
れ
た
。
一
九
八
八
年
か
ら
教
育
大
学
に
義
務
的
理
論

コ
ー
ス
「
職
業
指
導
活
動
の
教
授
法
」
と
、
選
択
コ
ー
ス
「
現
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
靱
〕

生
産
の
基
礎
」
と
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
四
に
、
学

習
．
生
産
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
拡
充
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、

第
八
学
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
職
業
指
導
の
た
め
の

専
門
分
野
と
職
種
の
リ
ス
ト
を
見
る
限
り
、
普
通
教
育
挙
校
で
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
0
）

備
さ
れ
る
職
業
選
択
肢
も
か
な
り
多
種
に
お
よ
ぴ
、
一
定
の
等
級

が
取
得
さ
れ
う
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
普
通
中
等
学
校

60
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卒
業
後
、
職
業
教
育
機
関
で
一
年
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ

そ
う
高
い
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
第
五
に
、
挙
習
・

生
産
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の
施
設
を
つ
か
い
、
職
業
教
育
の
特
に
前

半
の
第
八
．
九
学
年
で
は
、
職
業
・
進
路
選
択
に
重
点
を
お
い

た
．
成
人
教
育
と
は
異
な
る
教
育
内
容
・
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
も
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
改
革
時
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
経
済
の
発
展
段
階
と
教
育
へ
の
要
求
の
中
身
は
、

フ
ル
シ
チ
目
フ
改
革
時
に
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
今
回
の
経
済
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
、
い
ま
ま
で
小
刻
み

に
進
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
中
央
の
官
僚
層
や
企
業
の
経
営
担
当
者

の
保
守
的
姿
勢
に
よ
っ
て
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
改
革
の
方
向
を
断
固
と
し
て
金
面
に
押
し
出
し
た
、
と
み

え
る
。
ソ
連
経
済
の
高
成
長
を
支
え
た
外
延
的
拡
大
要
因
（
労
働

カ
や
天
然
資
源
の
増
犬
）
が
頭
打
ち
に
な
り
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ

ろ
ま
で
き
て
、
や
っ
と
内
包
的
発
展
の
方
向
へ
の
舵
が
き
ら
れ
た
、

と
い
え
よ
う
。
第
二
七
回
党
大
会
へ
の
中
央
委
員
会
政
治
報
告
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
1
〕

こ
の
点
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
外
延
的
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
を
諦
め
き
れ
な
い
う
ち
は
、
根

本
的
な
課
題
に
は
な
り
き
れ
な
か
っ
た
人
間
性
の
問
題
が
、
ク
ロ

ー
ズ
ア
ヅ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
人
間
的
要
因
」

へ
の
着
目
と
な
っ
て
現
れ
た
。
生
産
効
率
の
向
上
を
主
な
源
泉
と

す
る
内
包
的
発
展
の
方
向
に
転
換
す
る
以
上
、
科
学
・
技
術
進
歩

の
促
進
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
技
術
的
再
装
備
・
設
備
の
近
代
化
、

資
源
の
節
約
、
機
械
工
業
の
強
化
が
、
重
要
な
課
題
と
な
る
と
と

も
に
、
自
主
性
に
と
み
、
技
術
開
発
・
技
術
摂
取
へ
の
進
取
性
の

あ
る
穣
極
的
な
人
間
の
育
成
、
「
人
間
を
、
完
全
に
国
の
主
人
公
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
仰
）

自
分
の
生
産
の
主
人
公
」
に
す
る
こ
と
が
、
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
人
間
は
、
「
第
一
に
、
生
産
の
機
能
と
発
展
の
条

　
　
　
＾
侶
〕

件
と
み
な
」
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
人
間
を

「
労
働
資
源
」
と
み
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
し
め
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
な
ぜ
な
ら
、
「
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
人
間
は
労
働
・

経
済
活
動
の
意
識
的
主
体
で
は
な
く
、
管
理
の
客
体
と
み
な
さ
れ

＾
色

る
」
か
ら
で
あ
る
。
人
間
を
「
人
間
的
要
因
」
と
み
る
ア
プ
ロ
ー

チ
で
は
、
「
人
間
は
社
会
的
活
動
の
積
極
的
な
主
体
で
あ
り
、
自

已
の
生
活
の
物
質
的
1
－
素
材
的
条
件
の
創
造
者
で
あ
り
、
生
産
関

　
　
　
　
　
　
＾
竺

係
の
原
動
カ
で
あ
る
」
。
ま
た
、
「
人
間
は
、
職
場
に
『
分
配
さ
れ

る
』
の
で
は
な
く
、
意
識
的
に
自
分
の
職
業
や
居
住
地
や
労
働
場

所
を
選
び
、
移
住
し
、
あ
る
部
門
か
ら
別
の
部
門
へ
、
あ
る
企
業

か
ち
別
の
企
業
へ
と
移
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
人
間
は
『
利
用

さ
れ
る
』
の
で
は
な
く
、
あ
れ
こ
れ
の
程
度
の
関
心
と
効
率
と
を
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も
ち
、
多
か
れ
少
な
か
れ
自
己
の
労
働
お
よ
ぴ
知
的
潜
在
カ
を
実

現
し
な
が
ら
、
社
会
的
お
よ
び
個
人
的
生
産
セ
ク
タ
ー
で
働
く
の

　
＾
蝸
〕

で
あ
る
。
L

　
内
包
的
発
展
の
方
向
へ
の
転
換
と
と
も
に
、
経
済
管
理
機
構
も

変
革
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
来
の
経
済
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

三
〇
年
代
の
ソ
ピ
エ
ト
に
で
き
あ
が
っ
た
管
理
制
度
を
引
継
ぐ
も

の
で
、
国
内
の
す
べ
て
の
資
源
を
集
中
化
し
て
、
こ
れ
を
工
業
化

の
た
め
に
集
権
的
に
配
分
す
る
と
い
う
要
講
に
適
合
し
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
六
五
年
の
「
経
済
改
革
」
は
、
企
業

の
自
主
性
を
拡
犬
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
改
革
は
効
率
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
な
さ
れ
、
民
主
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
仰
）

の
面
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
」
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六

五
年
改
革
に
も
と
づ
く
経
済
管
理
制
度
は
、
一
九
七
九
年
の
決
定

に
よ
っ
て
手
直
し
さ
れ
た
。
一
方
で
は
、
企
業
の
自
主
性
が
拡
大

さ
れ
た
も
の
の
、
他
方
、
「
再
集
権
化
」
と
も
と
れ
る
手
直
し
で

あ
っ
た
。

　
以
上
見
た
よ
う
に
、
今
回
の
経
済
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
よ
っ

て
、
基
本
的
に
は
三
〇
年
代
に
築
か
れ
た
経
済
管
理
制
度
が
は
じ

め
て
根
本
的
に
改
め
ら
れ
、
内
包
的
経
済
発
展
の
方
向
へ
の
転
換

が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
経
済
的
基
盤
に
も
と
づ
く
本

格
的
な
民
主
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
上
に

つ
く
ら
れ
る
新
し
い
社
会
が
も
と
め
て
い
る
人
間
は
、
社
会
．
経

済
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
担
い
う
る
変
革
主
体
、
即
ち
、
ザ
ス
ラ

フ
ス
カ
ヤ
の
指
摘
を
教
育
学
的
関
心
で
読
み
か
え
れ
ば
、
（
イ
）

意
識
的
に
職
業
を
選
択
で
き
る
、
（
口
）
自
己
の
関
心
に
も
と
づ

き
進
ん
で
自
己
の
力
・
能
カ
を
対
象
化
し
、
よ
っ
て
杜
会
的
自
己

実
現
を
は
か
れ
る
、
（
ハ
）
科
学
・
技
術
の
進
歩
に
も
と
づ
く
社

会
・
経
済
発
展
の
要
求
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
個
人
の
希
望
に
よ
っ

て
仕
事
を
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
総
合
的
な
技
術
能
力
を
も
っ
た
、

あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
新
し
い
知
識
・
能
カ
を
習
得

す
る
生
涯
的
な
自
己
教
育
カ
を
身
に
つ
け
た
人
間
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
現
在
、
社
会
・
経
済
の
要
求
そ
の
も
の
が
、
杜
会

の
主
人
公
の
形
成
と
い
う
視
点
に
立
つ
総
合
技
術
教
育
的
準
備
の

具
体
化
、
即
ち
、
全
面
発
達
を
も
た
ら
す
総
合
技
術
教
育
の
実
現

を
支
え
る
・
い
ま
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
好
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
言
及
し
た
．
ソ
ビ
エ
ト
社

会
に
お
け
る
人
間
の
人
格
・
能
カ
の
発
達
と
社
会
・
経
済
の
発
展

と
の
本
来
的
・
原
則
的
な
関
係
に
、
教
育
と
社
会
．
経
済
と
の
関

係
が
実
質
的
に
復
帰
す
る
可
能
性
が
、
み
え
て
き
た
と
も
い
え
よ

鵬
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・
つ
o

三

今
回
の
改
革
に
お
け
る
職
業
指
導
・
進
路
選

択
過
程
の
改
善
を
め
ぐ
る
検
討

　
（
一
）
　
具
体
的
問
題

　
労
働
教
育
の
改
善
と
職
業
準
備
の
導
入
を
め
ぐ
る
条
件
は
、
既

に
検
討
し
た
よ
う
に
、
類
似
し
た
目
的
を
掲
げ
た
フ
ル
シ
チ
目
フ

の
改
革
時
に
比
べ
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
社
会
・
経
済
の
要

求
の
質
も
、
現
在
で
は
子
ど
も
・
青
年
の
全
面
発
達
を
目
指
す
総

合
技
術
教
育
と
共
鳴
す
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
労
働
教
育
の
強
化
に
か
か
わ
る
改
革
項
目
の
実
施

に
当
た
っ
て
、
問
趣
が
無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
既
に
研
究

者
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
間
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

協
カ
企
業
と
か
か
わ
る
間
魑
が
あ
る
。
今
回
の
改
革
の
現
実
化
に

当
た
っ
て
、
協
カ
企
業
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
が
、
協
カ
企
業

の
大
小
に
よ
っ
て
保
障
で
き
る
職
業
準
備
の
範
囲
は
、
限
定
さ
れ

ざ
る
を
え
な
い
。
小
さ
な
協
カ
企
業
が
要
員
の
準
備
を
保
障
で
き

る
専
門
分
野
の
範
囲
は
、
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
徒

の
個
人
的
傾
向
を
考
慮
し
た
教
授
・
学
習
を
も
困
難
に
す
る
。
企

業
が
、
専
門
家
養
成
に
つ
い
て
の
地
域
の
要
求
を
い
つ
で
も
考
慮

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
初
歩
的
な
職
業
資
樒
を
取

得
し
て
も
、
し
ぱ
し
ぱ
卒
業
生
が
そ
の
職
種
に
就
か
な
い
と
い
う

事
態
に
な
る
。
現
在
、
労
働
教
授
で
学
ん
だ
専
門
分
野
に
し
た
が

っ
て
労
働
し
て
い
る
か
あ
る
い
は
学
習
を
続
け
て
い
る
卒
業
生
は
、

四
人
に
一
人
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

　
次
に
、
挙
校
と
協
カ
企
業
と
の
間
の
協
約
に
つ
い
て
の
問
題
が

　
＾
珊
）

あ
る
。
両
者
の
間
で
締
結
さ
れ
る
べ
き
協
約
は
、
ま
だ
形
式
的
で
、

そ
こ
に
は
責
任
を
も
っ
て
保
障
す
る
仕
事
の
具
体
的
な
量
と
方
法

と
が
示
さ
れ
て
い
な
い
、
圭
言
わ
れ
て
い
る
。
新
企
業
法
の
下
で

効
率
的
運
営
を
も
と
め
ら
れ
て
い
る
企
業
が
ど
れ
ほ
ど
教
育
に
協

カ
す
る
の
か
を
今
後
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
挙
習
・
生
産
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の
労
働
教
授
・
職
業

教
育
の
た
め
の
物
的
基
盤
の
量
的
拡
充
と
質
的
向
上
の
問
題
が
あ

＾
聖

る
。
こ
れ
ら
施
設
は
、
拡
充
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
必
要
な
設

備
や
材
料
を
欠
い
て
い
た
り
、
特
に
農
村
部
で
は
場
所
的
に
不
便

な
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
企
業
と
農
場

の
挙
習
用
工
場
お
よ
ぴ
職
区
に
お
け
る
労
働
教
育
は
、
高
く
評
価

き
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
施
設
で
職
業
教
育

を
受
け
て
い
る
上
級
生
は
全
体
の
一
八
％
と
少
な
い
こ
と
も
、
問

題
で
あ
ろ
う
。

欄
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第
四
に
、
多
く
の
単
校
と
学
習
・
生
産
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
の
職

業
指
導
活
動
は
、
ま
だ
偶
然
的
・
形
式
的
性
格
を
帯
ぴ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
（
馴
）

と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
第
五
に
、
前
期
中
等
教
育
の
終
了
者
の
う
ち
、
職
業
教
育
系
の

中
等
学
校
へ
の
進
学
者
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
駆
）

実
現
は
非
常
に
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）
　
解
決
を
困
難
に
し
て
い
る
間
題

　
子
ど
も
・
青
年
の
全
面
発
達
と
社
会
・
経
済
の
要
求
の
充
足
と

の
実
現
を
目
指
し
立
て
ら
れ
た
改
革
（
労
働
教
育
の
改
善
・
労
働

訓
育
の
強
化
・
総
合
技
術
教
育
的
教
科
の
導
入
）
の
実
現
を
困
難

に
し
て
い
る
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
右
で
言
及
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
間
題
に
加
え
て
、
上
の
改
革
項
目
の
徹
底
的
実
施
を
困
難
に
し

て
い
る
状
況
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
（
1
）
と

り
わ
け
七
〇
年
代
、
教
育
内
容
・
方
法
を
組
立
て
る
上
で
の
注
意

が
、
知
識
教
授
に
大
き
く
偏
り
、
知
識
を
利
用
す
る
習
熟
、
実
践

的
能
カ
の
形
成
に
は
む
か
な
か
っ
た
こ
と
、
（
2
）
職
業
・
技
術

学
校
を
経
て
労
働
者
階
級
に
参
入
す
る
青
年
層
は
ふ
え
つ
つ
あ
る

が
、
こ
の
職
業
・
技
術
学
校
に
は
、
学
業
成
繍
の
ふ
る
わ
な
い
生

徒
が
進
学
す
る
と
い
う
通
念
が
あ
る
こ
と
、
（
3
）
労
働
訓
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
冊
〕

遅
れ
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
（
特
に
七
〇
年
代
、
労
働
訓
育
が

軽
視
さ
れ
た
。
生
活
条
件
の
急
速
な
改
善
と
一
家
族
あ
た
り
の
子

ど
も
数
の
減
少
に
よ
り
、
子
ど
も
の
家
庭
内
労
働
へ
の
要
求
が
著

し
く
弱
ま
っ
た
。
勤
労
者
家
族
の
経
済
カ
が
増
大
し
、
十
七
．
十

八
歳
ま
で
子
ど
も
を
経
済
的
理
由
で
働
か
せ
ず
に
扶
養
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
労
働
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
子
ど
も

の
生
活
時
間
が
長
期
化
し
た
。
）
、
（
4
）
職
業
教
育
施
設
　
。
数
の
上

で
も
、
進
路
選
択
肢
の
上
で
も
地
域
格
差
が
大
き
い
（
農
村
の
脊

年
、
特
に
女
性
に
と
っ
て
職
業
選
択
肢
は
あ
ま
り
に
も
隈
ら
れ
て

　
＾
砧
）

い
る
。
）
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
問
題
解
決
を
い
っ
そ
う
複

雑
で
困
難
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
三
）
　
理
論
的
問
魑

　
上
記
の
四
つ
の
問
題
点
に
加
え
、
さ
ら
に
、
労
働
教
育
の
改
善

に
関
係
す
る
改
革
を
詳
し
く
吟
味
す
る
た
め
に
は
、
次
に
あ
げ
る

課
題
を
理
論
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
労
働
教
育
お
よ
び
そ
の
他
の
教
科
の
学
習
を
通
じ
て

あ
る
い
は
教
科
外
・
学
校
外
の
活
動
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
、
自

ら
の
興
味
、
個
性
、
傾
向
を
十
分
に
発
現
・
発
達
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
普
通
教
育
学
校
で
の
職
業
準
備
は
、
総
合
技
術
教
育

的
な
の
か
、
実
用
的
技
術
主
義
的
な
の
か
、
と
い
う
閲
魑
が
あ
る
。

触
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こ
の
間
題
を
検
討
す
る
際
に
は
、
職
業
教
育
の
教
授
要
目
を
詳
し

く
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
職
業
準
備
が
早
期
専
門
化
に
な
ら

な
い
か
、
総
合
技
術
教
育
的
職
業
準
備
が
実
現
さ
れ
る
の
か
、
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
総
合
技
術
教
育
の
理
論
は
深
め
ら
れ
た
の
か
。
総
合

技
術
教
育
の
理
論
と
実
践
の
歴
史
的
検
討
と
新
コ
ー
ス
「
生
産
の

基
礎
・
職
業
選
択
」
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
課
題
に

つ
い
て
は
別
稿
で
論
ず
る
。

　
こ
れ
ら
間
題
の
具
体
的
解
決
の
鍵
は
、
教
育
事
業
づ
く
り
の
民

主
化
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
四
に
、
教
育
事
業
づ
く

り
を
め
ぐ
る
次
の
要
素
が
今
後
ど
の
よ
う
な
理
論
的
・
具
体
的
展

開
を
み
せ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
子

ど
も
．
青
年
の
全
面
発
達
の
促
進
を
は
か
る
教
師
の
創
造
的
教
育

実
践
の
展
開
で
あ
り
、
二
つ
は
、
教
育
内
容
・
方
法
の
組
織
化
お
ー

よ
ぴ
学
校
教
育
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ヘ
の
父
母
・
勤
労
大
衆
の
参

加
．
協
力
で
あ
る
。
こ
れ
ら
要
素
の
具
体
的
展
開
に
注
目
し
た
い
。

　
（
四
）
　
ク
ル
ー
プ
ス
カ
ヤ
の
教
育
思
想
・
理
論
の
今
日
的
意
義

　
杜
会
・
経
済
全
体
の
ペ
レ
ス
ト
回
イ
カ
の
要
講
す
る
社
会
の
主

人
公
の
形
成
は
、
社
会
・
経
済
機
構
の
変
更
そ
の
も
の
に
よ
っ
て

も
促
進
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
は
ず
は
な
い
。
教
育
の

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
ヘ
の
期
待
・
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
所
以
で
あ

る
。
し
か
し
、
教
育
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
期
待
さ
れ
る
ほ
ど
進

ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
遅
れ
が
教
育
関
係
者
内
外
か
ら
厳
し
く
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
新
し
い
人
間
像
が
根
本
的
に
構
想
さ
れ
る
の
は
、
従
来
の
社
会

が
危
機
に
瀕
し
、
変
革
が
不
可
避
と
な
る
転
換
期
で
あ
る
。
そ
の

時
、
来
た
る
べ
き
社
会
の
像
が
描
か
れ
、
そ
の
新
し
い
社
会
を
つ

く
り
だ
し
、
発
展
さ
せ
る
新
し
い
人
間
像
が
模
索
・
構
想
さ
れ
、

そ
の
人
間
を
つ
く
る
教
育
制
度
・
内
容
が
創
造
さ
れ
、
教
育
が
改

革
さ
れ
る
。
改
革
の
成
否
は
、
従
来
の
社
会
に
つ
い
て
の
批
判
の

根
本
性
に
か
か
っ
て
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
社
会
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
こ
の
よ
う
な
根
本
的
な
転
換
期
を
革
命
期
に
経
験
し
た
。
今
回

の
改
革
は
、
勿
論
、
一
九
一
七
年
を
核
と
す
る
転
換
期
と
は
、
比

較
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
い
ま
た
し
か
に
、
経
済
全

体
の
再
編
・
自
主
性
の
拡
大
・
民
主
化
・
公
開
性
の
強
化
と
、
社

会
全
体
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
新
し
い
社
会
主
義
社
会
づ
く

り
と
関
連
し
て
、
新
し
い
人
間
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
、
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
革
命
直
後
お
よ
ぴ
二
〇
年
代
が
本
樒
的
に
示
唆

に
宮
ん
だ
過
去
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
革
命
直
後
お
よ
び
二
〇
年
代
の
ソ

65



一橘論叢　第99巻　第1号　（66）

ビ
エ
ト
教
育
挙
の
原
点
に
遡
り
、
職
業
指
導
・
進
路
選
択
過
程
の

改
善
を
め
ぐ
る
今
後
の
展
開
を
追
う
際
の
根
本
的
視
点
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
ク
ル
ー
プ
ス
カ
ヤ
は
、
職
業
指
導
・
進
路
選
択
と
い

う
課
魑
を
極
め
て
重
視
し
た
。
彼
女
の
教
育
学
的
遺
産
と
し
て
こ

の
点
に
注
目
す
る
研
究
も
あ
る
。
職
業
選
択
を
め
ぐ
る
彼
女
の
原

則
的
主
張
の
第
一
は
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
都
門
を
生
徒
に
実
践
的
に

知
ら
せ
、
か
れ
ら
に
職
業
の
自
由
な
選
択
の
主
体
的
条
件
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
＾
弱
）

り
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
第
一
の
点
に
も
と
づ
き
、
労

働
活
動
に
よ
っ
て
生
徒
に
才
能
を
発
現
さ
せ
、
か
つ
自
ら
の
興
味

の
自
覚
を
促
し
、
生
れ
な
が
ら
の
才
能
と
興
味
と
に
も
と
づ
く
職

業
選
択
を
実
現
す
る
。
第
三
に
、
世
襲
制
や
男
女
差
を
克
服
し
た

職
業
選
択
の
可
能
性
を
保
障
す
る
。

　
第
四
に
、
第
一
・
二
・
三
の
点
に
も
と
ず
き
、
「
自
由
な
職
業

選
択
」
が
も
と
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
人
間
は
、
好
き
な
こ

と
に
従
事
し
て
い
る
時
に
は
、
そ
こ
に
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
、
満
足

し
、
ゆ
た
か
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
馳
〕

労
働
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
も
疲
れ
な
い
」
、
か
ら
で
あ
る
。
職
業

選
択
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ク
ル
ー
プ
ス
カ
ヤ
が
職
業

労
働
も
ま
た
興
味
に
も
と
づ
き
労
働
主
体
の
カ
を
解
放
し
、
そ
の

主
体
に
よ
ろ
こ
ぴ
を
も
た
ら
す
活
動
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
労
働
に
も
と
づ
く
社
会
を
築
く
こ
と
を
、
切
に
願
っ

　
　
　
　
＾
即
）

た
か
ら
で
あ
る
。
「
社
会
主
義
で
は
、
労
働
は
自
由
で
楽
し
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肇

と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
」
と
い
う
行
文
は
、
右
の
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

　
第
五
に
、
「
職
業
指
導
・
進
路
選
択
に
対
し
て
、
総
合
技
術
教

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
朋
）

育
的
接
近
が
必
要
で
あ
る
」
。
ク
ル
ー
プ
ス
カ
ヤ
は
、
レ
ー
ニ
ン

と
と
も
に
早
期
尊
門
化
に
反
対
し
、
学
校
内
・
外
の
活
動
に
よ
っ

て
若
い
世
代
の
普
通
教
育
的
・
総
合
技
術
的
視
野
が
拡
犬
す
る
必

　
　
　
　
　
　
＾
6
0
）

要
を
強
く
主
張
し
た
。

　
第
六
に
、
彼
女
は
、
第
一
～
五
の
主
張
の
実
現
の
上
に
、
肉
体

労
働
と
精
神
労
働
と
の
対
立
の
止
揚
に
向
か
う
職
業
指
導
・
進
路

選
択
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
革
命
七
〇
周
年
を
迎
え
た
ソ
ビ
エ
ト
社
会
に
お
け
る
教
育
改
革

の
展
開
に
ク
ル
ー
プ
ス
カ
ヤ
の
教
育
学
遺
産
の
創
造
的
発
展
を
期

待
し
、
普
通
教
育
学
校
に
お
け
る
労
働
教
育
の
改
善
と
職
業
準
備

の
導
入
と
い
う
改
革
の
具
体
的
展
開
に
注
目
し
た
い
、
と
思
う
。

（
1
）
　
平
沢
進
「
理
科
教
育
と
ポ
リ
テ
フ
ニ
ズ
ム
」
『
世
界
教
百
史
犬

　
系
1
6
ロ
シ
ァ
・
ソ
ピ
エ
ト
教
育
史
皿
』
講
談
社
、
一
九
七
七
年
、
四

　
一
九
員
。

（
2
）
＝
．
声
ξ
着
實
竃
三
ω
崔
『
o
『
…
雪
彗
o
8
…
毒
≡
…
、
・
押
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き
一
5
蟹
二
｛
・
F
『
ク
ル
プ
ス
カ
ヤ
選
築
』
第
五
巻
、
明
治
図
暫
、

　
一
九
七
二
年
、
二
七
－
二
八
頁
。

（
3
）
　
今
回
の
教
育
改
革
に
お
け
る
労
働
教
育
の
改
善
と
職
業
教
育
の

　
導
入
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
教
育
の
ペ
レ
ス
ト
回
イ
カ
ー

　
ソ
ピ
エ
ト
に
お
け
る
教
育
改
革
の
展
開
1
■
」
『
日
ソ
経
済
調
査
資

　
料
』
一
九
八
七
年
十
月
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
普
通
教
育
学
校
で
の

　
職
業
教
育
に
お
い
て
学
ば
れ
る
専
門
分
野
と
職
種
（
職
種
に
つ
い
て

　
は
一
九
八
六
年
公
表
分
の
み
）
の
リ
ス
ト
を
右
の
拙
稿
に
資
料
と
し

　
て
の
せ
て
あ
る
。

（
4
）
；
i
・
ぎ
清
畠
も
．
＞
－
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昌
臭
冨
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ξ
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昌
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雪
皇
天
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鶉
美
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窒
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H
0
＜
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①
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＜
■
o
♂
何
ω
ト
団
天
コ
O
〇
一
昌
昇
o
自
o
雪
目
勺
o
＝
ω
団
o
員
〔
H
団
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一
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〇
〇
〇
9

　
2
〇
一
9
o
↓
p
企
一

　
　
な
お
、
社
会
・
経
済
発
展
の
加
速
化
と
い
う
課
魑
が
ど
の
よ
う
に

　
教
育
の
内
容
に
反
映
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

　
「
社
会
．
経
済
発
展
の
加
速
化
と
教
育
改
革
」
『
ソ
ピ
エ
ト
教
育
改
革

　
の
性
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に
つ
い
て
』
（
一
九
八
七
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日
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会
発
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）
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介
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。
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－
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＝
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（
8
）
（
9
）
　
詳
し
く
は
注
（
3
）
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拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
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＝
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岩
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－
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↓
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＝
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＝
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＝
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戸
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o
♪
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〔
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．

（
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1
）
（
1
2
）
　
宇
高
塞
輔
編
『
社
会
主
義
経
済
論
』
有
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閣
、
一
九
七

　
五
年
、
二
＝
一
員
。

（
1
3
）
（
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4
）
　
＞
．
＞
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＝
o
雪
雪
毒
冥
馬
団
昌
一

　
突
↓
匡
潟
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．
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＜
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．
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＝
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史
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。
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世
界
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史
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史
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革
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九
八
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。
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藷
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。
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昌
宍
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岩
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・

（
3
6
）
　
宇
高
基
輔
編
前
掲
書
、
二
一
六
－
一
二
七
頁
。

（
η
）
　
宇
高
基
輔
編
前
掲
書
、
二
一
九
員
。

（
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）
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冥
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芦
ミ
．
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耐
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＝
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胃
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責
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竃
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国
宅
畠
竃
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暮
畠
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し
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。
。
〉
書
♪

　
○
宅
．
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＋

（
仰
）
　
す
で
に
発
表
さ
れ
た
専
門
分
野
と
職
種
の
標
準
リ
ス
ト
に
よ
れ

　
ば
、
三
六
専
門
分
野
、
一
六
八
職
種
を
数
え
る
。
注
（
5
）
論
文
を

　
参
照
。

（
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1
）
　
『
ソ
連
共
産
党
史
　
ソ
連
共
産
党
第
二
七
回
大
会
資
料
』
（
第
三

　
分
冊
別
冊
）
モ
ス
ク
ワ
、
プ
ロ
グ
レ
ス
出
版
所
、
一
九
八
七
年
、
三

　
八
員
。

（
4
2
）
　
エ
リ
・
ア
パ
ル
キ
ン
前
掲
論
文
、
　
一
九
一
頁
。

（
4
3
）
（
4
4
）
　
テ
・
イ
・
ザ
ス
ラ
フ
ス
カ
ヤ
「
大
衆
の
創
造
的
積
極
性

　
は
成
長
の
祉
会
的
予
備
で
あ
る
」
『
挫
界
経
済
と
国
際
関
係
』
協
同

　
産
業
㈱
、
第
七
五
集
、
一
一
七
員
。

（
4
5
）
　
ザ
ス
ラ
フ
ス
前
掲
論
文
、
一
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八
頁
。

（
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）
　
ザ
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ス
カ
ヤ
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掲
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文
、
一
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－
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。

（
η
）
　
岡
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済
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カ
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